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★持続可能な社会開発(SDBg)と は

持続可能な社会とは、「持続可能な開発が行われ

持続の可能性を持った社会」及び「地球環境や自然

環境が適切に保全され、将来世代が必要なものを

損なわずに、現世代の要求も満たす開発が行われ

る社会」と定義されているようです。
★森林は、水を育み、気候変動を緩和する、山の災害

を防止するなど多面的機能を有してお り、この機

能の発揮が SDBgに貢献 していると云われる。

即ち、山の保全作業はこのような多面的機能の発

揮をし易くすることに貢献することになります。
★保全くらぶの作業も、特に「SDB g」 を意識 してい

るわけでは無いが、SDBgに 貢献ていることに

なります。つまりは過去から現在に至る保全活動

は、樹木を植え、除草や間伐を適宜実施することで

樹木の健全な成長を助けることになり、SDBg
に貢献し、環境保全に役立っているわけです。

★これまでの活動で木を植える作業はほぼ終了と思
われるので作業の中心は、間伐や枝払いと除草を

中心とする林床の整備や歩行に支障になる樹木の

整理になると思われ、引続き頑張って行きたい。
★何れにしても、山の樹木は樹木本来の “姿"に育成

すれば水の涵養、気候変動を緩和 し、山の災害を防
止する機能を発揮して呉れることになり、結果と

して SDBgに貢献す ることになるのでこれを念頭
に活動に取 り組むことになります。

「助川山市民の森』保全活動
硼ト

保全項目 実施 日 作 業 内 容 作業の様子

景観維持

作業

5月 2日

(景観)

・ くぬぎ広場管理道路沿え枯れ松伐採作業。これで管理道路

沿えの残 りの松は 1本でけとなった。
・処理後、頂上のツツジの様子と海の見える丘のフテ

゛
リンドウの

状況を見てきた。ツツジは終盤でリンドウはこれからの状況。

5月 9日

(野草)

・ くぬぎ広場沿えの赤松処理作業の最後の 1本の伐採作業
を実施 し,伐採後にはモミジを植える計画。

・伐採後の処理作業を考慮 し、松は管理道路側に倒 し、軽 トラ

に積める長さに切断し、森の教室手前道路脇に廃棄 した。

除草作業

5月 16日
(野草)

・「どんぐりの森」植樹地の除草並びに間伐作業を実施。

植樹 した樹木の成長に合わせ間伐を行い、今回で 2回 目。
・植樹は苗木が余った時などに植えたものもあり、植えた時

期はマチマチだが成長に合わせ間伐も実施。

二」ヽ

6月 4日

(定例)

・管理道路、ヤシャブシトレール入日付近の植樹地の除草

作業を実施した。
・作業の場所は、管理道路から急な坂を降りるような斜面で

高齢化が進むくらぶ員には神経を使っての作業となった。

6月 11日
(景観)

0堂平ルー トの除草作業の 1回 目実施。 11日 は森の教室

から野鳥の池と池から少 し先までの道路の草刈 りを実施。
・まだ草が伸びきっていないので割 と作業は円滑に進んだ。

次国以降で残 りの除草作業を実施の予定。 k_

タケノコ採 リ

★ 6月 7日 (金)中里地区にお邪

魔し兼ねて予定していたタケ

ノコ採 りを実施した。

例年、平井さんにお世話戴き、

中里の梶山さんの案内でタケ
コ取 りを楽しんだ。

★タケノコも種類があり、今は和

竹のタケ
ノコの時

期とのこ

とで50
cm程度
だった。

林業少年団ハイク |

★ 6月 9日 (日 )林業少年団団員 6名
に父兄 8名、指導員 4名、局員
1名の計 19名で助川山ハイキ

ングを実施した。
★当日は、曇 りで暑くなく風もあり

一同ハイキングを楽しんだ。

I
★令和 6年の日立市エコフェス

は、7月 20日 (土)昨年と同じ

シビックセンタで開催される。
★「助川山保全くらぶ」は昨年同様

に参加を申し込んでいます。
くらぶ員多数の参加をお願い

します。
★展示品の搬入は、前日の 19日

(金)、 くらぶ員の協力で円滑に

進めたいと考えていますので

くらぶ員のご協力を宣しくお願
いします。

★エコフェス当日もくらぶ員の参
加をお願いします。

エコフェス参加

■ /‐
■/ん



★「助川山保全くらぶ」に入会 してから助川山に生

育している野草を各 トレールを散策 しながら写

真にとり、当時は名前も良く知らなかったので

図鑑で調べたり、くらぶ員に聞いた りで覚えた。
★最近、気になることは、いつの間にか見かけなく

なった野草が結構多くなってきているこ

やまぐりの丘やみはらしトレールで

良く見られたミヤマウズラは最近で
は見掛けなくなつた。ミヤマウズラ
はラン科の多年草で、高さは20cm
程度、葉は地面に近く数枚互生するが ミヤマウス・ラ
模様がウズラに似る事から名付けられた。

★また、やまぐりの丘では、登り日付近などでイ ク

ソウと云う「薬草」が、数は多くないが

見られたものだ。コナラの根本に 2、 3

株纏まって生育 し、7月 頃には白い花を

咲かせるが、このイチヤクソウも最近で

は見られなくなってしまった。 イチヤタソウ
★その他、ひねり沢の砂防ダム付近で 2、 3株生育して

いたアケボノソウも見られ

なくなり、最近はウラシマソ

ウが急激に減 り心配だ。
★助川山など野草には人為的

な手は加えていないと思わ

れるが気になるところだ。
アケホ

°
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☆季節づ野草便り
「森の談話室」にも書いたが、助川山で見られなく
なつた野草が増えているように思われる。▲
人為的では無いと思うが遊歩道を散策す ‐
る楽しみが少なくなり寂しい気がする。 シ・〒 リ
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☆季節の樹木便 り

みはらしトレールの東屋からひねり沢へ行く漆
中にバイカツツジが生育しており、6月 に」□E
花を咲かせる。白い花で2cm程度なの111「
で来場者も気付く人は少ないと思われる。
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◆梅雨に入り雨が多くなっているが、グリラ豪雨だけ

は困りもの、トレール周辺の土砂崩れが拡大しない

よう願つているところです。

◆気温も高くなり、ひねり沢へ向かう人も多くなって

きており、パ トロール時に見かけた際は、沢への立入

り禁上に協力を依頼して欲しいと思います。

◆6/8におむすび池や駐車場東側付近でカモシカ

らしき野生動物の確認情報が複数寄せられている。
カモシカは国の特別天然記念物に指定されており、

危害を加えることのないように、また見かけた場合

には静かに立ち去って戴くようにお願いします。

◆また、千葉県で害獣指定されている「キョン」が茨城

県でも確認されるようになつており、もし見かけた

場合は出来るだけ写真を撮るなどし、くらぶの役員

を通し市の公園係へ報告したいと思います。

担当 :停訓 |)

令和4年度のパ トロール計画と実施日数

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3

計画 2 4 3 2 2 2

実施 2 4 3

中止 0 0
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くらぶ内外の圏題
◆コナラ等の幹や枝に発生する芽が開いたもの(シュー ト)は
「後生枝」と云われる。

◆この後生枝は、樹木が混み合った “閉鎖林"では光が十分で
ないため、1～ 2年で枯れてしまうことが多いようだ。

◆このため、助川山の植樹地で適切に問伐がやられていない所
では、枯れることが多いようで、馬力神付近の植樹地は2年に
亘り間伐を実施する計画としている。

編集後記
◆「季節の花だより」は、野草と樹木は今の

時期、2段、3段 と数が多いが今年はひ
ねり沢がまだ大雨の後の始末が出来て
いないので野草の復活も遅れている。

◆最近、くらぶ員ではなく一般人からの情
報で、助川山でカモシカを見たとの情報
が寄せられているが真偽はどうなのか。
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